
平成２６年１月２９日（水） 第１１６６号 

田野畑小学校６年生４１名が 
尾肝要道路のトンネル内装板工事体験 
 復興のリーディングプロジェクトとして整備を進めている三陸沿岸道路「尾肝要道路」
が、平成２５年度内の開通に向けて工事の最盛期を迎えています。 
 尾肝要道路のトンネル工事の仕上げ作業にあたり、田野畑小学校６年生の児童４１名が
平成２６年１月２０日（月）にトンネルの仕上げ作業として作業中の「タイル貼り作業」
を体験学習しました。 
 児童たちは「事故が起きないよう祈りを込めてタイルを貼りました」と感想を述べるな
ど、開通を楽しみにしていました。 

位置図 

 三陸沿岸道路「尾肝要道路」は、田野畑村内約４．５ｋｍの自動車専用道路です。 
 急カーブや幅員狭小区間の連続する現道を回避し、所要時間の短縮・走行安全性の向
上、また宮古市～久慈市間のアクセス性向上による地域間の連携強化が図れるものと期
待されます。 
 平成２５年度内の供用を目指し工事を進めています。 

 ひとくちメモ・・・ 三陸沿岸道路「尾肝要道路」 

尾肝要道路 ４．５ｋｍ（工事中・今年度開通予定） 



▲三陸国道事務所 岩渕建設監督官が 
トンネルの概要や作業について説明 

体験学習の様子 

▲タイルを１枚ずつ思いを込めながら 
丁寧に貼っていきました 

▲タイルには田野畑村の村章と 
田野畑小学校の校章が描かれています 

▲非常用電話の通話を体験 
警察・消防への連絡方法を学びました 

▲トンネル内情報板について説明 
事故などの場合は案内に従ってください 

▲みんなで記念撮影 
 お疲れ様でした！どうもありがとう！ 
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